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学
習
会
の
冒
頭
主
催
者
あ
い
さ

つ
で
阿
部
保
吉
会
長
は
「
２
０
０
４

年
に
導
入
さ
れ
た
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
だ
が
、
退
職
者
連
合
と
し
て

名
目
下
限
方
式
の
維
持
を
前
提
に

し
て
、
次
世
代
の
給
付
水
準
を
確
保

す
る
上
で
、
（
導
入
は
）
止
む
を
得

な
い
と
い
う
考
え
方
を
出
し
た
。
今

回
、(

国
会
に
提
出
さ
れ
た
年
金
改
正

法
案
で
問
題
と
な
っ
て
い
る)

キ
ャ

リ
ー
オ
ー
バ
ー
と
は
、
ど
う
い
う
こ

と
か
勉
強
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
」
と
開
催
の
ね
ら
い
を
語
っ

た 

退
職
者
連
合
は
、「
持
続
可
能
な
公
的
年
金
制
度
に
お
け
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
在
り

方
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
８
月
30
日
午
後
１
時
半
か
ら
、
連
合
本
部
３
階
Ａ
Ｂ
会
議
室
で
年
金

問
題
に
関
す
る
学
習
会
を
開
い
た
。
台
風
９
号
の
影
響
が
心
配
さ
れ
た
が
、
北
海
道
、
千
葉
、

新
潟
、
神
奈
川
、
長
崎
な
ど
地
方
退
職
者
連
合
か
ら
の
参
加
も
含
め
、
会
員
約
百
名
が
会
場
を

埋
め
た
。
講
師
は
、
厚
生
労
働
省
年
金
局
年
金
課
の
日
向
寺
裕
芽
子
課
長
補
佐
。
講
演
後
の
質

疑
で
は
、
１
時
間
10
分
に
わ
た
り
会
場
か
ら
11
名
が
発
言
し
て
講
師
と
の
真
剣
な
や
り
取
り

が
展
開
さ
れ
、
こ
の
課
題
へ
の
会
員
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
た
。 

年
金
問
題
に
関
す
る
学
習
会
を
開
催 

安
心
の
年
金
制
度
求
め
質
疑
応
答
で
11
名
が
発
言 

▲参加者１００名を前に年金制度の課題と将

来について熱く語る日向寺さん（８月３０日、

連合本部） 

 

講
演
で
日
向
寺
氏
は
、
は
じ
め

に
年
金
制
度
の
仕
組
み
、
公
的
年

金
の
規
模
と
役
割
、
保
険
料
負
担

と
年
金
給
付
、
主
な
年
金
制
度
改

正
、「
私
的
な
扶
養
」
と
「
社
会
的

な
扶
養
」
の
関
係
、
日
本
の
人
口

の
推
移
な
ど
年
金
制
度
の
全
体
像

を
説
明
。
続
い
て
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
の
仕
組
み
に
つ
い
て
「
現

役
世
代
の
過
重
な
負
担
を
回
避

し
、
年
金
制
度
の
長
期
的
な
持
続

可
能
性
と
国
民
の
信
頼
を
確
保
す

る
た
め
、
保
険
料
の
上
限
を
固
定

し
、
長
期
的
に
給
付
を
調
整
す
る

た
め
に
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
、

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、
現
在

の
受
給
世
代
と
将
来
の
受
給
世
代

の
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
適
切
に
発

動
す
る
こ
と
が
、
将
来
世
代
の
給

付
水
準
の
確
保
に
不
可
欠
だ
」
と

解
説
し
た
。
そ
の
上
で
キ
ャ
リ
ー

オ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
「
賃
金
・
物

価
上
昇
の
範
囲
内
で
前
年
度
ま
で

の
未
調
整
分
を
調
整
す
る
こ
と
」

と
し
、
退
職
者
連
合
が
一
番
心
配

し
て
い
る
名
目
下
限
方
式
の
維
持

に
つ
い
て
「
現
在
の
高
齢
世
代
に

配
慮
し
つ
つ
、
で
き
る
限
り
早
期

に
調
整
す
る
観
点
か
ら
名
目
下
限

措
置
を
維
持
す
る
」
と
明
確
に
述

べ
ま
し
た
。 

質
疑
応
答
で
は
、
会
場
か
ら
11

名
が
発
言
（
次
ペ
ー
ジ
）。
予
定
を

大
幅
に
超
え
て
日
向
寺
氏
と
の
意

見
の
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊
日
向
寺
氏
の
講
演
資
料
は
、

退
職
者
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「資
料
関
係
」に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

名目下限措置（現在支給されている給付水準）は維持（日向寺氏） 

 

主催者あいさつする阿部

会長。（同） 

な
い
と
い
う
考
え
方
を
出
し
た
。
今

回
、(

国
会
に
提
出
さ
れ
た
年
金
改
正
法

案
で
問
題
と
な
っ
て
い
る)

キ
ャ
リ
ー

オ
ー
バ
ー
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
勉

強
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と

開
催
の
ね
ら
い
を
語
っ
た 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
不
安
が
あ
る
（
鉄
道

退
）。
公
的
財
政
が
必
要
だ
。
消
費
税
増
税
分
を
福

祉
目
的
税
の
よ
う
に
年
金
を
使
う
考
え
が
あ
る
か

（
日
退
教
）。
非
正
規
社
員
は
、
年
金
に
入
り
た
く

て
も
入
れ
な
い
。「
持
続
可
能
な
公
的
年
金
制
度
―

―
」
と
い
う
な
ら
、
そ
う
い
っ
た
視
点
も
必
要
で

な
い
か
（
全
印
刷
局
退
）。
名
目
下
限
方
式
は
、
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
か
（
私
鉄
高
退
協
）。
非
正
規
社
員
を

入
れ
る
と
受
給
世
代
が
破
た
ん
す
る
の
で
は
な
い

か
（
日
退
教
）。
取
得
代
替
率
５
０
％
が
、
危
う
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
）。
老
齢

基
礎
年
金
の
延
長
に
つ
い
て
ど
う
思
っ
て

い
る
か
（
神
奈
川
シ
ニ
ア
）。
キ
ャ
リ
ー
オ

ー
バ
ー
を
日
本
語
で
ど
う
云
え
れ
ば
い
い

か
。
税
と
社
会
保
障
と
一
体
改
革
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
（
Ｊ
Ｐ
労
退
）。
キ

ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
導
入
は
必
要
な
い
（
Ｊ
Ａ

Ｍ
シ
ニ
ア
）。
年
金
制
度
、
生
活
保
護
な
ど

の
福
祉
、
労
働
基
準
法
な
ど
の
学
校
教
育
を

厚
労
省
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
（
Ｎ
退
協
）

法
人
企
業
７
５
万
社
が
、
違
法
に
年
金
加
入

を
怠
っ
て
い
る
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
（
Ｊ

Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
）。 

  

会
場
か
ら
の
主
な
発
言
（
要
旨
） 

▲台風にもめげずに会場は参加者で一杯となった。（8月30日） 

内閣府主催「平成28年度エイジレス・ライフ実践事例及び社会参加活動事例」 

退職者連合から２個人、１団体が受章 
退職者連合では、今年度エイジレ

ス・ライフと社会参加活動実践事例

について地域で活動する退職者連合

の会員・団体を紹介・推薦したとこ

ろ、次の２個人と１団体が表章され

ました。（写真） 

なお、賞状と楯の伝達式を2016全

国高齢者集会で行います。 

＜個人の部＞ 

牧田成子さん（ＵＡｾﾞﾝｾﾝ友の会） 

田中  薫さん（ＵＡｾﾞﾝｾﾝ友の会） 

＜団体の部＞ 

段山ひょっとこ愛好会 

代表 宮田博光さん 

（NTT労退職者の会熊本県支部) 

 

協） 

 

エイジレス・ライフ実践事例
と社会参加活動事例と
は･･･。 
高齢社会での生き方の例とし

て、エイジレス・ライフを楽しん

でいる個人や社会参加活動を積

極的に行っているグループを紹

介し、高齢期を迎えたりこれから

迎えようとする世代の生活の参

考にしていただくことを目的と

して内閣府が 1995 年 9 月からス

タートさせたものです。退職者連

合では、趣旨に賛同して昨年から

参加しています。 

 

○詳しくは、退職者連合のホーム

ページをご覧ください。 

牧田成子さん 田中 薫さん 

▲段山ひょっとこ愛好会のみなさん 

 

中
央
労
福
協
主
催 

第
２
回
地
方
労
福
協
会
議 

で
特
別
報
告 

 

９
月
７
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
た
中
央
労
福
協
の
第

２
回
地
方
労
福
協
会
議
で
退
職
者

連
合
の
林
道
寛
副
事
務
局
長
は
、

「
地
域
に
お
け
る
退
職
者
連
合
と

地
方
労
福
協
の
連
携
強
化
に
向
け

て
」
と
題
し
て
20
分
に
わ
た
り
、
特

別
報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

会
議
に
は
、
地
方
の
各
労
福
協
か

ら
専
務
理
事
、事
務
局
長
な
ど
58
名

が
出
席
。
林
副
事
務
局
長
は
「
こ
れ

か
ら
地
域
で
の
連
携
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
る
。
元
気
な
年
寄

り
を
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 


